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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機ＥＬパネルのＲ，Ｇ，Ｂの表示色のそれぞれに対応して設けられた端子ピンにそれ
ぞれ出力電流を送出して前記有機ＥＬパネルを電流駆動する有機ＥＬ駆動回路において、
　前記端子ピンに対応するようにそれぞれ設けられ所定のパルス幅の所定のパルスを受け
て前記パルス幅に応じたピーク電流を前記出力電流に発生させるための多数のピーク電流
生成回路と、
　前記有機ＥＬパネルの画面上の前記Ｒ，Ｇ，Ｂの表示色のホワイトバランス調整のため
に自己に対して外部から設定されたデータに応じてパルス幅がそれぞれ決定される第１、
第２、第３のパルスを発生するパルス発生回路とを備え、
　前記ピーク電流生成回路は、表示データに対応する電流値に対して比例したピーク電流
を発生する回路であり、
　前記パルス発生回路は、前記所定のパルスとしてＲの前記端子ピンに対する複数の前記
ピーク電流生成回路に前記第１のパルスを送出し、前記所定のパルスとしてＧの前記端子
ピンに対する複数の前記ピーク電流生成回路に前記第２のパルスを送出し、前記所定のパ
ルスとしてＢの前記端子ピンに対する複数の前記ピーク電流生成回路に前記第３のパルス
を送出し、Ｒ，Ｇ，Ｂに対応して前記パルス幅に応じた期間を持つ前記ピークに応じてホ
ワイトバランス調整がされる有機ＥＬ駆動回路。
【請求項２】
　前記第１、第２、第３のパルスを発生するタイミングは、前記有機ＥＬ素子の発光を開
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始するタイミングに設定され、前記第１のパルスの幅は、第２および第３のパルスの幅よ
りも大きい請求項１記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項３】
　さらに、前記出力電流の基礎となる電流として、Ｒ，Ｇ，Ｂのそれぞれに対応して基準
電流をそれぞれ発生する基準電流発生回路を有し、
　前記パルス発生回路は、プログラマブルパルス幅パルス発生回路であり、
　Ｒの前記端子ピンに対する複数の前記ピーク電流生成回路は、Ｒについての前記基準電
流に応じて前記ピーク電流を生成し、Ｇの前記端子ピンに対する複数の前記ピーク電流生
成回路は、Ｇについての前記基準電流に応じて前記ピーク電流を生成し、そしてＢの前記
端子ピンに対する複数の前記ピーク電流生成回路は、Ｂについての前記基準電流に応じて
前記ピーク電流を生成する請求項２記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項４】
　さらに、前記端子ピンに対応するようにそれぞれ設けられた、第１のＤ／Ａ変換回路と
前記出力電流を発生する電流源とを有し、Ｒの前記端子ピンに対する前記第１のＤ／Ａ変
換回路と前記電流源との間に前記Ｒについての前記ピーク電流生成回路が設けられ、Ｇの
前記端子ピンに対する前記第１のＤ／Ａ変換回路と前記電流源との間に前記Ｇについての
前記ピーク電流生成回路が設けられ、Ｂの前記端子ピンに対する前記第１のＤ／Ａ変換回
路と前記電流源との間に前記Ｂについての前記ピーク電流生成回路が設けられ、Ｒ，Ｇ，
Ｂの各前記第１のＤ／Ａ変換回路は、Ｒ，Ｇ，Ｂのそれぞれに対応する前記基準電流ある
いはこの基準電流から発生させた駆動電流と表示データとを受け、前記基準電流に応じて
前記表示データをＤ／Ａ変換し、Ｄ／Ａ変換して得られた電流に応じて前記ピーク電流生
成回路を駆動し、前記設定されたデータは、この有機ＥＬ駆動回路の外部から入力された
データである請求項３記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項５】
　前記電流源は、カレントミラー回路で構成され、前記基準電流発生回路は、Ｒ，Ｇ，Ｂ
のそれぞれに対応して設けられた３個の基準電流発生回路からなり、これら各基準電流発
生回路は、それぞれ外部から設定されたデータに応じてそれぞれの前記基準電流の電流値
が設定される請求項４記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項６】
　各前記基準電流発生回路は、前記基準電流発生回路の外部から設定された前記データを
Ｄ／Ａ変換する第２のＤ／Ａ変換回路を有し、前記第２のＤ／Ａ変換回路がＤ／Ａ変換す
る前記データは、この有機ＥＬ駆動回路の外部から入力されたデータである請求項５記載
の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項７】
　前記パルス発生回路が発生する同じ１個のパルスが前記第２のパルスと前記第３のパル
スとしてＧおよびＢに対応するそれぞれの前記ピーク電流生成回路にそれぞれ送出される
請求項４記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項８】
　前記電流源は、カレントミラー回路で構成され、前記基準電流発生回路は、Ｒ，Ｇ，Ｂ
のそれぞれに対応して設けられた３個の基準電流発生回路からなり、これら各基準電流発
生回路は、それぞれ外部から設定されたデータに応じてそれぞれの前記基準電流の電流値
が設定される求項７記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項９】
　各前記基準電流発生回路は、前記基準電流発生回路の外部から設定された前記データを
Ｄ／Ａ変換する第２のＤ／Ａ変換回路を有し、前記第２のＤ／Ａ変換回路がＤ／Ａ変換す
る前記データは、この有機ＥＬ駆動回路の外部から入力されたデータである請求項８記載
の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項１０】
　ＢとＧについての前記基準電流発生回路は、同じ１個の基準電流発生回路である請求項
９記載の有機ＥＬ駆動回路。
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【請求項１１】
　有機ＥＬパネルのＲ，Ｇ，Ｂの表示色のそれぞれに対応して設けられた端子ピンにそれ
ぞれ出力電流を送出して前記有機ＥＬパネルを電流駆動する有機ＥＬ駆動回路において、
　Ｒに対応する前記端子ピンに対応して設けられ第１のパルスを受けて前記出力電流に前
記第１のパルスのパルス幅に応じた期間、所定の大きさのピーク電流を発生させる第１の
ピーク電流生成回路と、
　Ｇに対応する前記端子ピンに対応して設けられ第２のパルスを受けて前記出力電流に前
記第２のパルスのパルス幅に応じた期間、所定の大きさのピーク電流を発生させる第２の
ピーク電流生成回路と、
　Ｂに対応する前記端子ピンに対応して設けられ第３のパルスを受けて前記出力電流に前
記第３のパルスのパルス幅に応じた期間、所定の大きさのピーク電流を発生させる第３の
ピーク電流生成回路と、
　前記有機ＥＬパネルの画面上の前記Ｒ，Ｇ，Ｂの表示色のホワイトバランス調整のため
に自己に対して外部から設定されたデータに応じて前記第１、第２、第３のパルスのパル
ス幅をそれぞれに設定して前記第１、第２、第３のパルスを所定のタイミングで発生する
プログラマブルパルス幅パルス発生回路とを備え、
　前記第１のピーク電流生成回路、前記第２のピーク電流生成回路および前記第３のピー
ク電流生成回路は、それぞれ表示データに対応する電流値に対して比例したピーク電流を
発生する回路であり、
　Ｒ，Ｇ，Ｂに対応して前記パルス幅に応じた期間に応じてホワイトバランス調整がされ
る有機ＥＬ駆動回路。
【請求項１２】
　さらに、前記有機ＥＬパネルを電流駆動する基礎となる電流と表示データとを受けて前
記基礎となる電流に応じて前記表示データをＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換回路と、このＤ／
Ａ変換回路の出力電流により駆動される電流源とを前記端子ピンに対応して有し、前記第
１のピーク電流生成回路が、Ｒに対応する、前記Ｄ／Ａ変換回路と前記電流源との間にそ
れぞれ設けられ、前記第２のピーク電流生成回路が、Ｇに対応する、前記Ｄ／Ａ変換回路
と前記電流源との間にそれぞれ設けられ、前記第３のピーク電流生成回路が、Ｂに対応す
る、前記Ｄ／Ａ変換回路と前記電流源との間にそれぞれ設けられ、前記第１、第２、第３
のパルスを発生する前記所定のタイミングが前記有機ＥＬ素子の発光を開始するタイミン
グである請求項１１記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項１３】
　前記電流源は、カレントミラー回路で構成され、前記基礎となる電流は、基準電流発生
回路により生成され、前記基準電流発生回路は、第２のＤ／Ａ変換回路を有し、この第２
のＤ／Ａ変換回路の外部から設定されたデータに応じてＲ，Ｇ，Ｂに対応するそれぞれの
前記基準電流が生成される請求項１２記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれかの請求項記載の有機ＥＬ駆動回路を有する有機ＥＬ表示装置
。
【請求項１５】
　さらに、プロセッサを有し、前記パルス発生回路あるいは前記プログラマブルパルス発
生回路に設定される前記データと各前記基準電流発生回路に設定されるデータは、それぞ
れ前記プロセッサに対して入力されたデータに応じて前記プロセッサから設定される請求
項１４記載の有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、有機ＥＬ駆動回路およびこれを用いる有機ＥＬ表示装置に関し、詳しくは
、携帯電話機，ＰＨＳ等の表示装置を有する電子機器のＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の
輝度調整による表示画面上でのホワイトバランス調整において、Ｒ，Ｇ，Ｂの各基準電流
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値の調整ダイナミックレンジが小さくても精度よくホワイトバランス調整ができるような
高輝度カラー表示に適した有機ＥＬ表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話機，ＰＨＳ、ＤＶＤプレーヤ、ＰＤＡ（携帯端末装置）等に搭載される有機Ｅ
Ｌ表示装置の有機ＥＬ表示パネルでは、カラムラインの数が３９６個（１３２×３）の端
子ピン、ローラインが１６２個の端子ピンを持つものが提案され、カラムライン、ローラ
インの端子ピンはこれ以上に増加する傾向にある。　このような有機ＥＬ表示パネルの電
流駆動回路の出力段は、アクディブマトリックス型でも単純マトリックス型のものでも端
子ピン対応に電流源の駆動回路、例えば、カレントミラー回路による出力回路が設けられ
ている。なお、単純マトリックス型の駆動電流の場合は、容量性負荷特性を持つ有機ＥＬ
素子を初期充電（早期に発光させるための発光開始時の充電）して早期に発光させるため
にピーク電流を持つ駆動電流が利用される。
【０００３】
　有機ＥＬ表示装置の問題点の１つは、液晶表示装置のように電圧駆動を行うと、輝度ば
らつきが大きくなり、かつ、Ｒ，Ｇ，Ｂに発光感度差があることから表示制御が難しいこ
とである。そのために電流駆動を行うことになるが、電流駆動を行っても、Ｒ，Ｇ，Ｂの
駆動電流に対する発光効率の比は、例えば、Ｒ：Ｇ：Ｂ＝６：１１：１０程度と差があっ
て、このような発光効率は、使用される有機ＥＬ素子の材料によって異なってくる。
　そこで、カラー表示における電流駆動回路では、Ｒ，Ｇ，Ｂ対応に使用材料に応じて輝
度調整をして表示画面上でホワイトバランスを採る必要がある。そのために、Ｒ，Ｇ，Ｂ
対応に表示画面上の輝度を調整する調整回路が設けられている。
　ところで、マトリックス状に配置した有機ＥＬ素子を電流駆動し、かつ、有機ＥＬ素子
の陽極と陰極をグランドに落として有機ＥＬ素子の端子電圧をリセットする有機ＥＬ素子
の駆動回路が公知である（特許文献１）。また、ＤＣ－ＤＣコンバータを用いて有機ＥＬ
素子を低消費電力で電流駆動する技術が公知である（特許文献２）。
【特許文献１】特開平９－２３２０７４号公報
【特許文献２】特開２００１－１４３８６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　有機ＥＬ表示装置の電流駆動回路は、通常、基準電流を電流増幅して各カラムピン（有
機ＥＬパネルのカラム側端子ピン）対応に有機ＥＬ素子に対する駆動電流を生成する。そ
こで、ホワイトバランスを採るための駆動電流の調整は、Ｒ，Ｇ，Ｂに対応するそれぞれ
の基準電流を調整することで行われている。
　基準電流を調整するために、従来の駆動電流調整回路は、基準電流発生回路に４ビット
程度のＤ／Ａ変換回路を設けてＲ，Ｇ，Ｂ対応に、例えば、３０μＡ～７５μＡの範囲で
５μＡ刻みで所定のビットデータを設定することでＲ，Ｇ，Ｂそれぞれの基準電流を調整
しているが、最近では各種の有機ＥＬ材料が開発されてきているので、ホワイトバランス
を採るための輝度調整の範囲は、４ビット程度のＤ／Ａ変換回路では調整が粗くなり、４
ビットでは調整のダイナミックレンジが小さく、対応しきれなくなってきている。
　しかし、輝度調整のためのＤ／Ａ変換回路のビット数を、例えば、６ビットないし８ビ
ットに増加して調整ダイナミックレンジを大きくすると、Ｒ，Ｇ，Ｂ対応にＤ／Ａ変換回
路がそれぞれ設けられる関係から回路規模が大きくなり、電流駆動回路のワンチップ化が
難しくなる。さらには表示装置部分の小型化の要請に十分応えられなくなる。
　この発明の目的は、このような従来技術の問題点を解決し、表示装置を有する電子機器
のＲ，Ｇ，Ｂの輝度調整による表示画面上でのホワイトバランス調整が容易な有機ＥＬ駆
動回路および有機ＥＬ表示装置を提供することにある。
　この発明の他の目的は、ホワイトバランス調整のために行われるＲ，Ｇ，Ｂの各基準電
流値の調整ダイナミックレンジが小さくても精度よくホワイトバランス調整ができる有機
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ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　このような目的を達成するためのこの発明の有機ＥＬ駆動回路およびこれを用いる有機
ＥＬ表示装置の特徴は、有機ＥＬパネルのＲ，Ｇ，Ｂの表示色のそれぞれに対応して設け
られた端子ピンにそれぞれ出力電流を送出して有機ＥＬパネルを電流駆動する有機ＥＬ駆
動回路において、
　端子ピンに対応するようにそれぞれ設けられ所定のパルス幅の所定のパルスを受けてパ
ルス幅に応じたピーク電流を出力電流に発生させるための多数のピーク電流生成回路と、
有機ＥＬパネルの画面上のＲ，Ｇ，Ｂの表示色のホワイトバランス調整のために自己に対
して外部から設定されたデータに応じてパルス幅がそれぞれ決定される第１、第２、第３
のパルスを発生するパルス発生回路とを備え、
　ピーク電流生成回路が表示データに対応する電流値に比例したピーク電流を発生する回
路であり、パルス発生回路が所定のパルスとしてＲの端子ピンに対する複数のピーク電流
生成回路に第１のパルスを送出し、所定のパルスとしてＧの端子ピンに対する複数のピー
ク電流生成回路に第２のパルスを送出し、所定のパルスとしてＢの端子ピンに対する複数
のピーク電流生成回路に第３のパルスを送出し、Ｒ，Ｇ，Ｂに対応してパルス幅に応じた
期間を持つピークに応じてホワイトバランス調整がされるものである。
　この発明あっては、パルス発生回路がＲ，Ｇ，Ｂの有機ＥＬ素子の発光効率に対応して
それぞれに所定のパルス幅のパルスを発生してＲ，Ｇ，Ｂに対応に設けられている各端子
ピン対応のピーク電流生成回路をＲ，Ｇ，Ｂに対応にそれれぞれ駆動する。
【発明の効果】
【０００６】
　これにより、この発明は、パルス幅に対応するピーク電流をＲ，Ｇ，Ｂに対応に各端子
ピンに発生することができ、ピーク電流の発生期間に応じてそれぞれの有機ＥＬ素子は、
その発光輝度が変化する。
　前記のパルス発生回路として、例えば、プログラマブルパルス幅パルス発生回路を設け
て、これに外部からデータを設定すれば、プログラマブルパルス幅パルス発生回路は、こ
の設定データに応じて第１～第３のパルスのそれぞれのパルス幅を設定して第１～第３の
パルスの発生する。このようにすれば、設定データによりそれぞれのパルス幅を調整する
ことが可能である。
　ホワイトバランス調整は、例えば、表示画面上のＲ，Ｇ，Ｂの輝度に応じて、Ｒ，Ｇ，
Ｂに対応する第１、第２、第３のパルスの幅が調整されて、ピーク電流がＲ，Ｇ，Ｂ対応
にそれぞれ調整されて、表示画面が白色になるようにＲ，Ｇ，Ｂに対応する有機ＥＬ素子
の輝度が調整される。なお、この調整に併せてＲ，Ｇ，Ｂの各基準電流値がホワイトバラ
ンス調整のためにさらに調整されてもよい。
　その結果、ホワイトバランス調整のために行われるＲ，Ｇ，Ｂの各基準電流値の調整ダ
イナミックレンジが小さい場合でもあるいは基準電流の調整をしなくてもホワイトバラン
ス調整ができる有機ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表示装置を容易に実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図１は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用した一実施例の有機ＥＬパネルのカラムド
ライバを中心とするブロック図、図２は、各出力ピンに対応して設けられている、カラム
ドライバの電流駆動回路の具体的な回路図、そして、図３は、Ｒ，Ｇ，Ｂのピーク発生の
タイミングパルスの説明図である。
　図１において、１０は、有機ＥＬパネルにおける有機ＥＬ駆動回路としてのカラムＩＣ
ドライバ（以下カラムドライバ）である。このカラムドライバ１０は、Ｇ基準電流発生回
路１Ｇ，Ｒ基準電流発生回路１Ｒ，Ｂ基準電流発生回路１Ｂと、これら基準電流発生回路
１Ｇ，１Ｒ，１Ｂに対応してそれぞれ設けられたＧ基準電流分配回路２Ｇ，Ｒ基準電流分
配回路２Ｒ，Ｂ基準電流分配回路２Ｂとを有している。
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　Ｒ，Ｇ，Ｂの各基準電流分配回路２Ｇ，２Ｒ，２Ｂは、１入力対多出力のカレントミラ
ーで構成され、基準電流Ｉg，Ｉr，ＩbをそれぞれＲ，Ｇ，Ｂのそれぞれの出力ピン対応
にミラー電流として複製して各出力ピン対応に設けられたＤ／Ａ変換回路３Ｇ，３Ｒ，３
Ｂ，…を基準電流Ｉg，Ｉr，Ｉbにより駆動する。
【０００８】
　各出力ピンは、最近ではフレキシブル基板などではなく、ＩＣチップに設けられたパッ
ドが出力ピンとなり、これと金バンプ、金ボール、半田バンプあるいは半田ボールなどを
介して有機ＥＬパネルのカラムピンと一体的に接続される。したがって、図１に示すよう
に、各出力ピンは、有機ＥＬパネルの各カラムピン９G1，９R1，９B1，９G2，９R2，…に
対応し、これらが接続された状態では１つになっている。各出力ピンに対応して設けられ
る各回路は、各カラムピンに対応している。そのため、出力ピンとカラムピンとは特に区
別していない。
　なお、複製分配される基準電流は、ｋ×Ｉg，ｍ×Ｉr，ｎ×Ｉbとなっていてもよい。
ただし、ｋ，ｍ，ｎは所定の定数である。また、Ｇ基準電流発生回路１Ｇ，Ｒ基準電流発
生回路１Ｒ，Ｂ基準電流発生回路１Ｂは、それぞれに基準電流Ｉg，Ｉr，Ｉbの電流値調
整回路として、４ビット程度のＤ／Ａ変換回路（Ｄ／Ａ）１ａとレジスタ１ｂとが設けら
れている。それぞれに内蔵されたレジスタ１ｂにＭＰＵ１２からそれぞれにデータが設定
され、各基準電流発生回路１Ｒ，１Ｇ，１Ｂがレジスタ１ｂに設定されたデータをＤ／Ａ
１ａによりＤ／Ａ変換してＲ，Ｇ，Ｂのそれぞれの設定データに応じて調整した基準電流
Ｉg，Ｉr，ＩbをＲ，Ｇ，Ｂ対応に発生する。
【０００９】
　このような電流値調整回路により基準電流Ｉg，Ｉr，Ｉbは、従来技術で述べたように
、比較的狭いダイナミックレンジで調整可能である。ホワイトバランスを採るためにＭＰ
Ｕ１２を介して入力データがレジスタ１ｂに設定される。
　各Ｄ／Ａ変換回路３Ｇ，Ｄ／Ａ変換回路３Ｒ，Ｄ／Ａ変換回路３Ｂ，…は、ＭＰＵ１２
からレジスタ８を介して表示データＤＡＴを受けて、各基準電流分配回路２Ｇ，２Ｒ，２
Ｂで分配されたＧ，Ｒ，Ｂについての基準駆動電流Ｉg，Ｉr，Ｉbを表示データ値分電流
増幅してそのときどきの有機ＥＬ素子の発光輝度に応じた駆動電流ＩG，ＩR，ＩBをカラ
ムピン対応に生成する。そして、このカラムピン対応の駆動電流ＩG，ＩR，ＩBをそれぞ
れにピーク電流生成回路４Ｇ，４Ｒ，４Ｂ，…を介してカレントミラーの出力段電流源５
Ｇ，５Ｒ，５Ｂ，…へ送出し、これにより各出力段電流源をそれぞれに駆動する。
　有機ＥＬパネルのカラムピン９G1，９R1，９B1，９G2，９R2，…は、同時にカラムドラ
イバ１０の出力ピンでもある。各カラムピンは、有機ＥＬ素子１１の陽極側に接続され、
この有機ＥＬ素子１１の陰極側がロー側走査回路（図示せず）のラインに接続されている
。出力段電流源５Ｇ，５Ｒ，５Ｂ，…のそれぞれの出力電流（駆動電流）は、それぞれに
対応するカラムピン９G1，９R1，９B1，９G2，９R2，…に出力される。
【００１０】
　各ピーク電流生成回路４Ｇは、プログラマブルパルス幅パルス発生回路６からＧについ
てのピーク発生のタイミングパルスＰGを受けて、このパルスを受けている期間だけ電流
値ＩGの駆動電流に対してピーク電流値ＩPG＝ＩG×Ｍの電流（Ｍは倍数、例えば、Ｍ＝１
０）を発生し、その後は電流値ＩGの駆動電流を発生する。同様に、各ピーク電流生成回
路４Ｒは、プログラマブルパルス幅パルス発生回路６からＲについてのピーク発生のタイ
ミングパルスＰRを受けて、このパルスを受けている期間だけピーク電流値ＩPR＝ＩR×Ｍ
の電流を発生し、その後は電流値ＩRの駆動電流を発生する。同様に、各ピーク電流生成
回路４Ｂは、プログラマブルパルス幅パルス発生回路６からＢについてのピーク発生のタ
イミングパルスＰBを受けて、このパルスを受けている期間だけピーク電流値ＩPB＝ＩB×
Ｍの電流を発生し、その後は電流値ＩBの駆動電流を発生する。
【００１１】
　プログラマブルパルス幅パルス発生回路６で発生する各タイミングパルスＰG，ＰR，Ｐ
Bの発生タイミングは、コントロール回路７から駆動開始のタイミングパルスＰsを受けて



(7) JP 4266149 B2 2009.5.20

10

20

30

40

50

行われる。図３は、その各タイミングを示している。ここで、各タイミングパルスＰG，
ＰR，ＰBのパルス幅ＴG，ＴR，ＴBは、それぞれＭＰＵ１２から設定されるホワイトバラ
ンス調整の入力データにより決定される。ホワイトバランス調整のためのこの入力データ
は、オペレータが表示画面の表示状態をみて、キーボード１３からＭＰＵ１２に入力され
る。
　この入力データは、ＭＰＵ１２において不揮発性メモリ等に記憶されて決定される。決
定された入力データは、例えば、電源ＯＮ時にＭＰＵ１２等からプログラマブルパルス幅
パルス発生回路６に設定される。プログラマブルパルス幅パルス発生回路６は、設定され
たデータをＲＡＭ等のメモリに記憶することでパルスＴG，ＴR，ＴBのそれぞれのパルス
幅を設定し、この記憶した設定データの値に基づいてこのデータを受ける論理回路により
、図３に示すようなタイミングでそれぞれのパルス幅でタイミングパルスＰG，ＰR，ＰB
を発生する。
【００１２】
　このプログラマブルパルス幅パルス発生回路６は、クロックＣＬＫを外部から受けてタ
イミングパルスＰG，ＰR，ＰBを発生することができる。この場合には、内部にプリセッ
トカウンタ等を設け、このプリセットカウンタにパルス幅に対応するデータが外部から設
定され、そのデータ分がパルス幅としてカウントされる。
　前記した各基準電流発生回路１Ｇ，１Ｒ，１Ｂに内蔵されたレジスタ１ｂの設定データ
についても前記と同様にして設定される。
　なお、これらの設定データは、さらに決定された後から入力して変更可能なものであっ
てよい。
　コントロール回路７は、ＭＰＵ１２等に制御されて、タイミングパルスＰsのほかにカ
ラム側とロー側の走査についての各種タイミング信号を発生する回路である。タイミング
パルスＰsは、ロー側の走査回路の走査ライン駆動のための同期信号か、これに対応する
信号である。このタイミングパルスＰsにより有機ＥＬ素子１１の陰極側がグランドＧＮ
Ｄに接続されて、出力電流が各カラムピンへ送出されて有機ＥＬ素子の発光が開始される
。
　前記したように、Ｒ，Ｇ，Ｂの駆動電流に対する発光効率の比は、例えば、Ｒ：Ｇ：Ｂ
＝６：１１：１０程度となるので、ホワイトバランス調整の結果、通常では、タイミング
パルスＰG，ＰR，ＰBのパルス幅ＴG，ＴR，ＴBは、ＴG＜ＴB＜ＴRの関係になる。
【００１３】
　図２は、各出力ピンに対応して設けられている、カラムドライバ１０の電流駆動回路の
具体的な回路図である。
　ここで、Ｄ／Ａ変換回路３Ｇ，３Ｒ，３Ｂは同一の回路構成のものであり、図２では、
これらをＤ／Ａ変換回路３とする。同様に、ピーク電流生成回路４Ｇ，４Ｒ，４Ｂも出力
段電流源５Ｇ，５Ｒ，５Ｂもそれぞれに同様な回路で構成されているので、これらをそれ
ぞれピーク電流生成回路４、出力段電流源５として以下説明する。
　電流駆動回路は、Ｄ／Ａ変換回路３とピーク電流生成回路４、そして出力段電流源５と
を有している。２は、Ｇ基準電流分配回路２Ｇ，Ｒ基準電流分配回路２Ｒ，Ｂ基準電流分
配回路２Ｂの１つにより複製分配された基準電流Ｉg，Ｉr，Ｉbを電流値Ｉの定電流源と
して示したものである。
【００１４】
　ピーク電流生成回路４は、ダイオード接続されたｐｎｐ型の入力側バイポーラトランジ
スタＱsと出力側バイポーラトランジスタＱtとを有し、それぞれのエミッタ側がＰチャネ
ルＭＯＳＦＥＴトランジスタＴrs，ＰチャネルＭＯＳＦＥＴトランジスタＴrtを介して出
力段電流源５の入力端子５ａに接続されている。
　入力側トランジスタＱsのコレクタは、Ｄ／Ａ変換回路３の出力端子３ａに接続され、
出力側トランジスタＱtのコレクタは、グランドＧＮＤに接続されている。トランジスタ
ＱsとトランジスタＱtのエミッタ面積比は１：ｘである。ここで、Ｄ／Ａ変換回路３の出
力電流をＩaとすると、これに対して入力端子５ａに（ｘ＋１）Ｉaの駆動電流を発生する
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ことができる。
　ピーク電流生成回路４は、トランジスタＴrtがＯＮしているときには、（１＋ｘ）倍の
駆動電流を生成する。トランジスタＴrsは、トランジスタＴrtに対応して設けられた負荷
トランジスタであって、そのゲートはグランドＧＮＤに接続されていて、駆動ラインをバ
ランスさせるために挿入されている。なお、トランジスタＴrtは、駆動初期の一定期間だ
けプログラマブルパルス幅パルス発生回路６から端子CONTに図３に示すタイミングパルス
を受けて、これが“Ｈ”の期間ＯＮになる。この場合のタイミングパルスとしては、Ｇの
ピーク電流生成回路４がタイミングパルスＰGを，Ｒのピーク電流生成回路４がタイミン
グパルスＰRを，そしてＧのピーク電流生成回路４がタイミングパルスＰBを受けることに
なる。
【００１５】
　これにより出力段電流源５のｐｎｐ型の入力側トランジスタＱxがベース電流補正駆動
用のｐｎｐ型のカレントミラートランジスタＱu，Ｑwを介して駆動される。その結果、入
力側トランジスタＱxによりトランジスタＴrtがＯＮしたピーク駆動時の一定期間には（
１＋ｘ）Ｉaの電流が流れる。その後に通常駆動電流として駆動電流Ｉaが出力される。そ
れらが出力段電流源５のｐｎｐ型の出力側トランジスタＱyでさらにＮ倍に電流増幅され
て、有機ＥＬパネルのカラムピン９（９G1，９R1，９B1，９G2，９R2，…）にそれぞれ出
力される。
　なお、出力段電流源５のトランジスタＱxとトランジスタＱyのエミッタ面積比は１：Ｎ
であり、これらトランジスタのエミッタは、例えば、＋１５Ｖ乃至＋２０Ｖ程度の電源ラ
イン＋Ｖccに接続され、出力側トランジスタＱyのコレクタは、カラムピン９（９G1，９R
1，９B1，９G2，９R2，…）に接続されている。
　そこで、この電流駆動回路は、ピーク時にはＮ×（１＋ｘ）Ｉaの駆動電流を流してカ
ラムピン９（９G1，９R1，９B1，９G2，９R2，…）を駆動する。これにより容量性負荷と
なる特性を持つ有機ＥＬ素子１１がピーク電流で初期充電されて電流駆動され、その後、
電流値Ｉaで駆動される。
【産業上の利用可能性】
【００１６】
　以上説明してきたが、実施例のプログラマブルパルス幅パルス発生回路６は、パルス幅
が外部から調整可能なパルス発生回路であれば、どのようなパルス発生回路であってもよ
いことはもちろんである。
　また、前記の実施例では、ホワイトバランス調整として、入力データに応じてパルス幅
が調整された各タイミングパルスＰG，ＰR，ＰBを発生させてＲ，Ｇ，Ｂ対応にそれぞれ
のピーク電流の発生期間を調整している。この発明は、このようなホワイトバランス調整
に加えて、ホワイトバランス調整のために、さらに、従来と同様にＧ基準電流発生回路１
Ｇと、Ｒ基準電流発生回路１Ｒ、そしてＢ基準電流発生回路１Ｂのそれぞれに内蔵される
Ｄ／Ａ変換回路等により各基準電流Ｉg，Ｉr，Ｉbをそれぞれに調整してホワイトバラン
ス調整をしてもよいことはもちろんである。
　さらに、実施例では、ピーク電流生成回路の位置をＤ／Ａと出力段電流源との間に設け
ているが、ピーク電流生成回路の位置は、Ｄ／Ａよりも前段に設けられてもよい。
【００１７】
　さらに、従来技術で記述したように、有機ＥＬ素子の材料の発光効率の比は、現在のと
ころ、Ｒ：Ｇ：Ｂ＝６：１１：１０程度のものが多く、Ｇ，Ｂの相互の発光効率の差は、
Ｒの発光効率に対する差よりも小さい。このような場合には、Ｇ，Ｂは、共に同じ１つの
タイミングパルスを使用することができる。この場合には、Ｇ，Ｂの発光効率の差は、基
準電流発生回路１Ｇの基準電流Ｉgと基準電流発生回路１Ｂの基準電流Ｉbとを調整するこ
とで吸収でき、ホワイトバランスの調整可能である。さらに、Ｇ，Ｂの差が小さいときに
は、基準電流発生回路１Ｇと基準電流発生回路１Ｂとを共通の基準電流発生回路１つにす
ることも可能である。
【図面の簡単な説明】
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【００１８】
【図１】図１は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用した一実施例の有機ＥＬパネルのカ
ラムドライバを中心とするブロック図である。
【図２】図２は、各出力ピンに対応して設けられている、カラムドライバの電流駆動回路
の具体的な回路図である。
【図３】図３は、Ｒ，Ｇ，Ｂのピーク発生のタイミングパルスの説明図である。
【符号の説明】
【００１９】
　１…基準電流発生回路、２Ｒ，２Ｇ，２Ｂ…基準電流生成回路、
　３…カレントミラー回路、４Ｒ，４Ｇ，４Ｂ…Ｄ／Ａ変換回路、
　５Ｒ，５Ｇ，５Ｂ…出力段電流源、６…レジスタ、７…ＭＰＵ、
　８…コントロール回路、９…有機ＥＬ素子、
　８１Ｒ、８１Ｇ、８１Ｂ…リセットコントロールパルス発生回路、
　８２…プリセットカウンタ、８３…フリップフロップ、
　８４…タイミング信号発生回路、
　ＳＷＲ1，ＳＷＲm…スイッチ回路、
　１０…カラムＩＣドライバ、
　Ｔra～Trn…トランジスタ。

【図１】 【図２】

【図３】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种有机EL驱动电路，通过具有该显示装置的电子
设备的R，G和B以及有机EL显示装置的亮度调节，可以在显示屏上容易
地调节白平衡。 ŽSOLUTION：该电路配有许多峰值电流发生电路，它
们对应于有机EL面板的端子引脚，接收指定脉冲宽度的指定脉冲，使输
出电流产生与脉冲宽度相对应的峰值，以及脉冲发生电路。产生第一，
第二和第三脉冲，其脉冲宽度根据从外部设置的数据确定。脉冲发生电
路将第一脉冲作为指定脉冲发送给R的端子引脚的多个峰值电流产生电
路，将第二脉冲作为指定脉冲发送给G的端子引脚的多个峰值电流产生电
路，并且将作为指定脉冲的第三脉冲发送到用于B.的端子引脚的多个峰
值电流产生电路
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